
12月補正予算の概要
≪一般会計≫

・甘木・朝倉広域市町村圏事務組合トイレ改修負担金・・・・・・・ 360 万円
・行政不服審査法改正に備えるシステム改修費・・・・・・・・・・ 194 万円
・公職選挙法改正に伴うシステム改修費・・・・・・・・・・・・・ 124 万円
・私立保育園措置委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6000 万円
・介護保険特別会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 万円
・南陵中学校　校舎のトイレ等設置工事費・・・・・・・・・・・・ 260 万円

≪介護保険特別会計≫
〇保険事業勘定
・介護予防、日常生活総合事業開始に伴うシステム改修経費等・・・・64 万円
〇介護サービス事業勘定
・介護予防ケアプラン増等による委託料・・・・・・・・・・・・・ 100 万円

11月補正（専決）予算の概要
≪一般会計≫

・朝倉市版 CCRC イニシアティブ事業・ ・・・・・・・・・・・ 1132 万円
・朝倉市と企業コンソーシアムによる農業活性化事業・・・・・・ 3868 万円

　

平
成
27
年
第
５
回
定
例
会

を
12
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で

の
15
日
間
の
会
期
日
程
で
行

い
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
報
告
３
件
、
地

方
創
生
交
付
金
事
業
（
朝
倉

市
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
事
業
、
朝
倉
市
と
企

業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
よ
る

農
業
活
性
化
事
業
）
を
推
進

す
る
た
め
の
補
正
予
算
に
関

す
る
専
決
処
分
を
含
む
議
案

12
件
、
請
願
書
１
件
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
12
人
の
議

員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
上
程
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
詳
細
な
説
明

を
受
け
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
各
常
任
委
員

会
か
ら
審
査
結
果
報
告
を
受

け
、
討
論
、
採
決
を
行
い
、

全
て
可
決
、
承
認
、
採
択
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
書
に
係
る
意

見
書
案
１
件
を
追
加
上
程

し
、
可
決
し
ま
し
た
。

　一般会計補正予算
　　１億１946万8千円を追加

12月定例会

会期日程
◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○議案等の上程
○提案理由の説明
○請願紹介議員の説明
　（考案日）
○一般質問（５人）
○一般質問（５人）
○一般質問（２人）
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
◇常任委員会
　（事務整理日）
○議案等の審議
　（委員長報告　質疑・討論・採決）
○追加議案等の上程
○提案理由の説明
○追加議案等の審議
　（質疑・討論・採決）
○諸般の報告
◎閉会

　

議
案
等
の
詳
細
な
調
査
や
審
査
を

委
員
会
に
委
ね
る
こ
と
を「
委
員
会
付

託
」と
い
い
、付
託
さ
れ
た
委
員
会
は
審

査
の
結
果
を
本
会
議
で
報
告
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ

れ
た
案
件
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

12月4日

7・8日
9日

10日
11日

14・15日
16・17日

18日

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

　
　
　
　
　
　
委
員
会
付
託
案
件

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
・
・
・
高
齢
者
が
自
立

生
活
可
能
な
う
ち
に
地
域
に
居
住

し
、
ケ
ア
が
必
要
と
な
っ
て
も
医

療
、
介
護
を
受
け
な
が
ら
地
域
で

生
活
し
続
け
る
仕
組
み

企
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
・・・
企
業
と

の
共
同
体
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12
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
３
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
や
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

条
例
を
制
定
し
ま
し
た

　

番
号
利
用
法
の
規
定
に
基
づ

い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用

や
特
定
個
人
情
報
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
含
む
個
人
情
報
）
の
提

供
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
生

じ
た
の
で
、
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
行

政
手
続
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利

用
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

を
市
の
事
務
で
利
用
す
る
際
に

住
民
の
利
便
性
向
上
や
行
政
の

効
率
化
を
図
る
た
め
、

①
法
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
事

務
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独
自

利
用

②
市
の
同
一
機
関
内
で
行
う
事

務
間
で
の
特
定
個
人
情
報
の
や

り
と
り

③
市
の
他
機
関
へ
の
特
定
個
人

情
報
の
提
供

に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

　

独
自
利
用
に
つ
い
て
は
、

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
事
務

・
子
ど
も
医
療
費
の
支
給
に
関

す
る
事
務

・
重
度
障
害
者
医
療
費
の
支
給

に
関
す
る
事
務

・
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
す
る
必

要
な
援
助
に
関
す
る
事
務

の
４
事
務
を
規
定
し
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
こ
の
条
例
制

定
が
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
、

庁
内
に
お
け
る
事
務
の
効
率
化

の
た
め
で
あ
る
こ
と
や
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
も
万
全

を
期
す
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
へ
の
不
安

を
取
り
除
く
情
報
を
市
民
へ
周

知
徹
底
す
る
こ
と
を
強
く
要
望

し
て
、
全
員
異
議
な
く
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
３
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
現
行
の
介
護
予
防
事
業
を
新

し
い
総
合
事
業
に
移
行

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ

り
介
護
保
険
報
酬
単
価
が
減

額
さ
れ
、
前
年
度
の
事
業
費
を

算
定
基
礎
と
す
る
新
し
い
総
合

事
業
費
の
減
額
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
減
額
前
の
報
酬
単
価
で
の

事
業
費
算
定
に
よ
り
事
業
費
の

確
保
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年

３
月
か
ら
現
行
の
介
護
予
防
事

業
を
新
し
い
総
合
事
業
に
移
行

し
、
取
り
組
み
ま
す
。
よ
っ
て
、

事
業
移
行
に
伴
う
予
算
の
組
み

替
え
と
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
係

る
費
用
な
ど
の
予
算
を
補
正
す

る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
介
護
予
防
に

係
る
事
業
費
の
上
限
額
が
有
利

に
な
る
こ
と
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、

平
成
29
年
４
月
ま
で
に
取
り
組

む
予
定
で
あ
っ
た
新
し
い
総
合

事
業
の
開
始
時
期
が
早
ま
る
こ

と
に
対
し
て
介
護
事
業
所
な
ど

に
も
問
題
が
生
じ
な
い
と
の
こ

と
か
ら
、
全
員
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

☆
納
税
者
の
負
担
軽
減
と
的
確

な
納
税
の
履
行
へ

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
地
方
税
法
に
お
け
る
猶
予

制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
分
割
納
付

方
法
な
ど
に
つ
い
て
条
例
に
定

め
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
朝
倉
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。
災
害
や
事
業
継
続
・

生
活
維
持
困
難
な
ど
を
要
件
と

し
て
、
徴
収
ま
た
は
換
価
の
猶

予
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

改
正
後
は
、
国
の
制
度
に
準

じ
て
猶
予
に
係
る
金
額
が
100
万

円
以
下
の
場
合
は
担
保
不
徴
取

な
ど
と
定
め
、
改
正
前
よ
り
使

い
や
す
い
制
度
と
な
る
と
の
こ

と
か
ら
、
委
員
会
で
は
全
員
異

議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
４
件
と
請
願
１
件
を
審
査

し
ま
し
た
。

☆
杷
木
農
業
公
園
・
杷
木
物
産

館
の
指
定
管
理
者
を
指
定

　

杷
木
農
業
公
園
・
杷
木
物
産

館
の
５
年
間
の
指
定
管
理
期
間

満
了
に
伴
い
、
平
成
28
年
度
か

ら
５
年
間
の
指
定
を
行
う
も
の

で
す
。

　

審
査
で
は
、
公
募
を
行
わ
ず
、

株
式
会
社
ガ
マ
ダ
ス
を
単
独

で
審
査
し
た
理
由
を
質
し
ま
し

た
。
執
行
部
の
説
明
で
は
、
公

募
が
前
提
で
あ
る
が
、
市
の
産

業
振
興
と
活
性
化
、
都
市
と
住

民
と
の
交
流
を
促
進
す
る
地
域

に
根
差
し
た
拠
点
の
施
設
で
あ

る
た
め
、
施
設
の
公
共
性
の
強

さ
や
実
績
な
ど
も
考
慮
し
、
㈱

ガ
マ
ダ
ス
が
望
ま
し
い
と
い
う

こ
と
で
指
定
し
た
と
の
説
明
で

し
た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
を
公
募

に
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
と
、

審
査
の
中
身
は
分
け
て
考
え

る
べ
き
で
、
競
争
の
論
理
か
ら

考
え
る
と
、
外
部
か
ら
入
っ
て

く
る
様
々
な
提
案
や
意
見
な
ど

が
、
杷
木
物
産
館
及
び
杷
木
農

業
公
園
の
活
性
化
に
繫
が
る
の

で
は
な
い
か
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
透

明
性
な
ど
の
観
点
か
ら
今
後
は

公
募
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
要

望
し
、
全
員
異
議
な
く
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

☆
２
本
の
市
道
路
線
の
廃
止
と

４
本
の
市
道
路
線
の
認
定
を
行

い
ま
し
た

　

委
員
会
で
は
現
地
確
認
を
行

い
、
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
全

員
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
な
ど

手
続
き
を
定
め
ま
し
た

総
務
文
教
常
任
委
員
会

新
し
い
総
合
事
業
費
を
確
保
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
へ

環
境
民
生
常
任
委
員
会

杷
木
農
業
公
園
・
杷
木
物
産
館
の

指
定
管
理
者
は
㈱
ガ
マ
ダ
ス
に

建
設
経
済
常
任
委
員
会

「個人番号カード」は
申請した人に交付されます

現地確認の様子

新
し
い
総
合
事
業
・
・
・
新
し
い

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
こ
と
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